
　ファーストソーラーはシリコン系で
はなく、CdTe化合物の薄膜太陽電池
メーカーで、近年「SERIES６」とい
う競争力の高い製品を開発した。薄膜
太陽電池の製造はシリコン系と異なる
構造であり、モジュール化する装置に
も違った技術が求められる。中国系の
装置メーカーが容易に参入できない領
域であることも、同社との関係深化に
務めている一因だ。それ以外にも、米
国や東南アジアの太陽電池メーカー向
けに製造装置を納めている。中国マー
ケットについては、汎用的な技術レベ
ルの装置で勝負するつもりはないが、
我々の高い技術、つまり高い水準のス
ピード、品質、精度が必要で、競合が
真似できないものをを求められるので
あれば、供給する可能性はある。

　現状は竣工前検査の依頼が非
常に多いが、定期検査の受注も強化
する必要がある。検査精度とコスト

　現在、太陽光パネルで高いシェ
アを持つのは中国系や韓国のハンファ
Ｑセルズなどのシリコン系。当社も過
去にはそうしたメーカーに装置を供給
してきたが、中国がパネルメーカーを
育成したことに伴い、当社の競合とな
る装置メーカーの技術レベルも向上し
た。単純な価格競争で勝負するのは難
しいこともあり、５～６年前ほどから
米国向けにシフトしている。

　当社はファーストソーラーと
15年以上の取引関係にあり、近年は
さらにフォーカスしている。１社に
フォーカスするのはリスクでもある
が、米国市場が堅調であること、加え
てトランプ政権下でセーフガードが発
動され、中国製パネルの競争力が落ち
ファーストソーラーにとって相対的優
位な状況となった。

はトレードオフの関係でバランスが
難しいが、ドローンによる検査は費
用対効果が高いと認識しており、今
後注力する。

　松山工場で2019年７月から中
間処理事業を始めた。当面は災害で被
災したものや、発電事業の最中に不具
合の出たものを対象に事業を行う。今
後５年程度で徐々に不具合品が発生し
てくるのではないか。
　ホットナイフ分離法による処理ネッ
トワークを開拓する。太陽光パネル解
体ラインの第１号は平林金属(岡山県)
から受注し、既に稼働を開始してい
る。2020年度も東北の企業に納入を
予定している。
　当面は収益の出る事業ではないが、
事業を実際に進める中で課題を洗い出
し、装置を進化させていく。パネルか
ら回収した有価物やガラスの販売に関
しても、産業廃棄物関連は地域性もあ
り、机上ではない商流を構築する意義
がある。



　コストダウンを進める必要があ

る。まず考えられるのは量産化。ホッ

トナイフの耐久性やメンテナンス性も

向上させる必要がある。単純に量産す

るのではなく、本当に必要なスペック

を見極め、過剰な性能は適正化するこ

とでコストを低減する。太陽光パネル

は接続箱とアルミフレームを外すこと

でストックする際の体積を大きく削減

できるが、特にフレームは頑丈に接着

されており、人力で外そうとすると半

日はかかる。この作業のみを自動で行

う装置も、産廃処理業者からのニーズ

はあると考えている。

　ホットナイフ分離法は、新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構

(NEDO)との共同研究で開発した。

NEDO事業内では年間100MWの処理

需要を想定してコストを算出すること

になっているので、この条件下での数

値になるが、現状では１Ｗ当たり2.23

円で処理できる。また、表面のガラス

が割れているモジュールも、コストは

3.82円に上がるが処理できる技術を開

発した。

　今はまだ年間100MWも需要がない

ので、コストもこの数値よりは高い。

この環境下でいかにコストを低減する

かが足元の課題。１番のネックはガラ

スで、回収したものをいかにリサイク

ルしていくか。まとまった量がないと

リサイクル事業者も引き取りにくい。

本来ならば分離したガラスの販売によ
る売上で処理自体のコストを低減でき
るが、現状では逆にガラス処分に費用
がかかる状態。この問題自体は解消の
目途を立てたが、本質的にはまとまっ
た処理量が必要。

　これに対する具体的な回答はな

い。国産品は高いレベルで品質基準を
保っている傾向にあるが、メーカー
別だけでなく、メーカー内でも品質に
バラツキがあり一概にいえない。当社
のＯ＆Ｍ事業でも、同一メーカーであ
るにも関わらず、ある発電所では不具
合が全くないのに、別の発電所では不
具合が頻発するといったことがある。
根本的には規格が無いことが問題で､
「パネル自体(ある１枚のパネル)が何
年持つか」を予測するのは誰にもでき
ないのではないか。
　発電所はまず固定価格買取制度(Ｆ

ＩＴ)期間の20年稼働する。その20年
後、各パネルの状態がどうなるかは
個々の品質のバラツキが原因で推測し
難い。発電量がゼロになるとは思えな
いが、どの程度落ちるか。ＦＩＴ満了
後の売電価格によっては、パネル自体
が発電するとしても、収益が出なけれ
ば発電事業として成り立たず寿命にな
りえる。
　20年以降長期稼働できるにして
も、いずれ必ず廃棄する時が来る。特
に太陽光パネルはＦＩＴ開始を背景に
急激に設置が増えた。タイミングが同
じとは限らないが、急激な廃棄量増加
の可能性もあり、準備をしなければな
らない。

　廃プラスチックの問題で産廃業

者が手一杯に陥り、パネルの受け入れ
先が減っている。近い将来、不法投棄
が発生すると考えており、社会問題を
防ぐ必要がある。太陽電池は光が当た
れば発電する、ただの廃材ではなく、
いわば「危険物」だが、それが認知さ
れていない。間違った処理が原因で誰
かが感電するといったことはあっては
ならない。当社の自動化技術を駆使し
たパネル解体装置を全国に広げ、廃パ
ネルのリサイクル処理体制を早期に構
築したい。発電事業者などに「廃パネ
ルを回収する受け入れ態勢がある」こ
とを伝える、認知度を向上することも
必要だと認識している。


